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　金利上昇期にもかかわらず、日本の不動産市場は活況を呈している。その中で、アクティビストが関与する不
動産売却の報道を目にする機会が増えている。アクティビストは企業に対して、保有不動産の売却を通じた資本
効率の向上を目指す提案等を行うことから、アクティビストが企業の保有不動産を切り売りして利益を得ようと
しているといった批判的な趣旨の報道も多い。もっとも、現実には、企業経営陣、一般株主などのステークホル
ダー（利害関係者）も存在しており、アクティビストの意向のみですべてが決定されるわけではない。アクティ
ビストと経営陣の「対話」に基づく関係者の利害調整の結果が、不動産売却事例として顕在化しているのである。
筆者は、個別物件の不動産鑑定評価に携わるとともに、企業の保有不動産に関連する様々なコンサルティングも
受任している。本稿では、実務家の視点から、企業の不動産保有に関する意識やアクティビストとの「対話」に
ついて触れつつ、アクティビストの活発化が日本の不動産市場にどのような影響を及ぼすのかを考察したい。

アクティビストと不動産
―アクティビストを巡る企業と株主の意識変化―
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